
前号で展開された論議の粗筋

日本で開発されたヤクシ－ケクヮ（藥師悔過）

過ちを悔いずにワザハヒ（災）を終息させる呪術

（３）

・“バーイシャジヤグル”（bhaisajyaguru）と呼ばれるブッダが仏教で知られ

ている。このバーイシャジヤグルも，他のブッダと同じように，人々をブッ

ダならせようと決心している。そして，この目的を達成するために，病気や

身体障害，悪政や飢饉，間違った考えなど，人々がブッダになる準備をする

上で障害となるものを取り除いてやろうと心に決めている。

ところが，多岐にわたるバーイシャジヤグルの活動の中で，中国人の関心

は病気や身体障害に集中した。みんなをブッダにするというバーイシャジヤ

グルの決心には興味を示さず，延命機能が期待されたのである。こうして，

究極の医師として「藥師」が中国人に受け入れられることになった。そして，

中国で作られた「藥師」の彫像の中には，「藥器」を手にするものがあった。

ある時期から日本ではヤクシの彫像は必ず薬壷を手にするようになる。究

極の医師として頼られたという限りでは，日本のヤクシは中国の「藥師」の

機能を継承している。ただし，中国の「藥師」と違って，日本のヤクシは人

間に反省を求めることがないし，人間の悔悟のほどを慎重に見極めることも

ない。

仏教文献が伝わる遥か前から，日本には医療を専門とするカミがいた。オ

ホナムチ（大己貴）とスクナヒコナ（少彦名）がそれである。日本に帰化し

たヤクシは，この二柱の医療のカミと同一視されるようになった。そして，

ヤクシはさらに多くのカミガミと同一視されたのである。

同じ状況の中で同じ目的を達成するために，日本ではオホ－ハラヘ（大祓）

がケクヮ（悔過）と並行して行われていた。ケクヮで誰も反省することがな

いのは，ハラヘ（祓）の伝統に反映されるツミ（罪）観を忠実に受け継いだ
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Ｉ－１ノリトに追加されたヤマヒやワザハヒは『藥師經』に対応が見られる

古代の日本では，神社と寺院の間に明確な役割分担があった。オホ－ハラヘ

は神社が執行し，ケクヮは寺院が執行したのである。そうすると，共に国家

の危機に対処していた神社と寺院の間にどういう関係があったのであろうか。

この点については興味深い事実がある。神社で用いられるノリトの一部が増

補される際に，寺院で唱えられる仏教文献から語が採られているのである。

オホ－ハラヘのノリトには，古いハラヘの伝統を継承して，ツミを列挙する

箇所があるが，古いハラヘの時代にはなかったヤマヒやワザハヒが追加され

る。ハラヘがオホ－ハラエに発展して扱う対象が増えると，ツミのリストが大

幅に増補されて，ヤマヒやワザハヒなど，ツミでないものの例も含むことに

なった。従来のノリトになかった項目を加えるのであるから，リストの改定

者は新たに入れるヤマヒやワザハヒの名称をノリト以外の所から捜し出さな

ければならなかった。別の材料を使うといっても，どれでもよいわけでなく，

までのことである。オホ－ハラヘがツミ以外のものを扱うようになっても，ツ

ミ－ユルシ（大赦）に力を入れるようになったことからも窺えるように，ツミ

の消去に対する強いこだわりは消えなかった。どんな手続きを踏もうと，ツ

ミが消えさえすれば，カミ（神）が喜ばないはずはない。

カミが喜べばワザハヒ（災）やヤマヒ（病）は終息が期待される。ツミが

消えた状況を用意することは，ヤマヒやワザハヒを終息させるのに決定的に

効果があると信じられていた。この意味で，ケクヮはハラヘの伝統を継承し

ている。ケクヮはハラヘと同じように人間がカミに働きかけるパフォーマン

スである。日本のケクヮには即効性があるが，ハラヘの際にカミの反応は速

い。

中国の「藥師」も日本のヤクシも，究極の医師として人々に頼りにされた。

この限りでは，仏教のブッダではないし，まして人々をブッダにするつもり

などない。このように，基本機能の点で日本のヤクシは中国から「藥師」の

伝承を受け継いでいて，同じように仏教のバーイシャジヤグルと全く異次元

の存在である。しかしながら，重要な点で日本のヤクシは中国の「藥師」と

異なっている。日本のヤクシは人間に反省を求めないし，人間の悔悟のほど

を慎重に見極めることもないのである。
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神代から伝わるノリトに準じる権威がある文献でなければ，効力を期待する

ことはできなかった。

長い準備期間を経て『延喜式』の編纂が完了したのは１０世紀の初頭である

が，そこに収められているノリトはもっと古い伝承を伝える。この文献には

オホ－ハラヘの際に唱えられるノリトのテキストが記録されている。『延喜式』

が伝えるノリトに見られるツミのリストには，ハラヘがオホ－ハラヘに発展し

たのを反映して，それまでのリストにはなかった項目が追加されている。ヤ

マヒやワザハヒの名称である。

ここで注目すべきことは，ノリトに追加された項目が『藥師經』に対応が

認められることである。『延喜式』が伝えるノリトに挙げられる２１項目１７９）を見

ると，ヤマヒやワザハヒの名称を挙げる６項目のうち，５項目までが『藥師

經』にも見られるのである。１８０）ヤクシ－ケクヮを通じて絶大な超自然力が信じ

られていた『藥師經』に，この『延喜式』でノリトのテキストに追加された

のと符合する病気や災害の名前が見られる。

『延喜式』 『藥師如來本願經』（達摩笈多）
シラヒト

� 白人 白癩（皮膚が白くなるレプラ）
コ ク ミ

� 胡久美 背傴（腫瘍性クル病）
ハフムシ

� 昆虫 毒蛇－悪蝎－蜈蚣－蚰蜒（ヘビ－サソリ－ムカデ－ゲジゲジ）
ツ

� 高 鳥 怪鳥
シテ ル

� 畜仆 蠱物爲 殺畜生－取其血肉

『延喜式』が伝えるリストに見える二つの語，� “シラヒト” と� “コクミ”

が指すのはヤマヒであり，それぞれ「皮膚が白くなるレプラ」と「腫瘍性ク

ル病」を指す。１８１）そして，これにそれぞれ対応する項目が『藥師經』にも見ら

れる。すなわち，“白癩” と “背傴” がそれである。この二つの語が指す意味

も，それぞれ「皮膚が白くなる癩病」と「腫瘍性クル病」であり，ノリトの

対応項目と一致する。１８２）『延喜式』でも『藥師經』でも，順番は違うものの，

この二つの項目は隣り合わせに並んでいる。１８３）

さて，オホムナチは動物が引き起こす危害を非常に気にしていて，国家の
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基礎を作るために目指した目標の一つとして，鳥と獣と地上を這う小動物の

ワザハヒをハラフ（拂ふ）ことを目的とするノリ（法）を制定しているほど

である。古代の日本人にとって，このようなワザハヒが大きな関心事であっ

たということであろう。
とりけものはふむし わざはひ はら まじないや のり

鳥獸昆虫の災異を攘はむが爲に，其の禁厭むる法を定む。１８４）

ノリトで追加された項目のうち，� “シラヒト” と � “コクミ” に続いて

現れるのは，� “タカツ－トリ” と � “ハフ－ムシ” であり，“ケモノ” は欠け

てはいるものの， “トリ” と “ハフ－ムシ” を含むオホムナチが定めたノリを思

わせ，この二つの項目で挙げられているのはワザハヒをもたらす動物である。

日本語の名詞 “〔ハフ－〕ムシ” は，「地を這う小動物」の総称である。本居宣

長が言うように，地を這う小動物が引き起こすワザハヒは，古代の日本人に

とって大きな関心事であった。１８５）『延喜式』の � に見える語「ハフ－ムシ」は

ワザハヒを指す。一方で，『藥師經』に見られる四種類の動物，すなわちヘビ

とサソリとムカデとゲジゲジは，すべて日本語の “ハフ－ムシ” が表示範囲内

にあるものであり，オホムナチのノリ（法）で排除すべきハフムシに一致す

る。

このノリトで次に挙げられる � “〔タカツ－〕トリ” が指すのも，オホムナチ

のノリで排除の対象とされるワザハヒ（トリ－ケモノ－ハフムシ）の一つである。

『藥師經』には「地を這う小動物の恐怖」に続いて，悪夢の恐怖が語られるが，

その例の一つとして夢に怪しげな鳥が現れる場合が挙げられる。１８６）

『延喜式』のノリトで “ハフ－ムシ” の語と “タカツ－トリ” の語は併置されて

いるが，『藥師經』でそれに対応する “毒蛇－悪蝎－蜈蚣－蚰蜒” と “怪鳥” も，

順序は逆であるが隣り合わせの文章に見える。１８７）ただし，『藥師經』では “怪

鳥” が出て来る文章に続く文章では，火と水と毒と刀で襲われる場合に続いて，

野獣と地を這う小動物に襲われる場合に言及される。

日本人にとって血はケガレであり，「動物を殺して血と肉を取り，他人に危

害を与える呪術を行うこと」（� 畜仆し－蠱物爲る）はツミである。したがっ

て，日本古来の慣習にはなかったが，地方によってはこれを行うことがあっ
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たらしく，一度ならず政府は禁令を公布している。１８８）『藥師經』でも，動物を

殺して血と肉を取る呪術は，人に危害を加える恐ろしい行為の例として挙げ

られている。１８９）このこともブッダになる準備には障害となる。ここでも，『延

喜式』で追加されたノリトの項目と『藥師經』のテキストとの間に一致が認

められる。

さて，８０４年に成立した『皇太神宮儀式帳』には，伊勢神宮で行われていた

祭式の細部について詳しく記されている。『延喜式』に至る細則の整備作業を

進める際に，この文献は重要資料として活用され，ここに記録された多くの

事項が規則となった。冒頭部分にツミのリストが挿入されているが，末尾部

分を除いては『延喜式』にあるのとほとんど同じである。

この文献に伝えられるノリトに初めて加えられた項目のうちで，１９０）� “川

入リ〔ノ罪〕” と � “火焼キノ罪” は『藥師經』にも対応が見られる。１９１）そして，

『皇太神宮儀式帳』でも『藥師經』でも，この二つの項目はそれぞれ語意がぴ

ったり一致する上に，順序は違うものの，それぞれのテキストで隣り合わせ

に並んでいる。１９２）

『皇太神宮儀式帳』『藥師如來本願經』（達摩笈多）

� 川入リ〔ノ罪〕 爲水所溺

� 火焼キノ罪 爲火所燒

なお『藥師經』の中で，� と � の二つ（“爲水所溺” と “爲火所燒”」は，

前に挙げた �－� の場合と全く違う文脈に表れ，「まだ死ななくてもよいのに，

不慮の事故で死ぬ場合」（不時死）の二例である。寿命がまだ尽きていないの

なら，「藥師」は死を避けさせることができるのである。１９３）

仏教では「不注意の結果として起こった偶然の出来事」に過ぎない溺死と

焼死は，日本ではケガレを発生させる忌まわしい出来事であった。すでに大

化改新のミコトノリ（詔）に，溺死のケガレについて示唆されていて，１９４）１０世

紀の記録には井戸で溺れ死んだ者が拡散する汚染についてが伝えられている。１９５）

そして火もまたケガレの発生源であり，８７９年に淳和院で失火があった際に，

天皇の住む宮殿に火の粉が飛んだ。１９６）この火事に汚染された人がサイヰン（齋
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院）に入ったので，予定されていた賀茂祭が中止されたという。１９７）火事の現場

にいただけでもケガレに汚染され，それが他の場所にも拡散するのである。１９８）

それほどまでに火事が忌み嫌われていたとすれば，もともと死は汚らしいこ

とと思われていたのであるから，火事に遭った焼死体は，日本で特に忌み嫌

われていたことになろう。

オホ－ハラヘの時代になってノリトに新たに加えられた７項目のうちで，６

項目が対を成し，それぞれに対応する二つの語句が『藥師經』でも隣接して

現れる。文献で確認できるこの事実は，オホ－ハラヘのノリトと『藥師經』の

間に見られる対応が偶然でないことを強く示唆するものであろう。

ノリトのテキストが増補される際に，異文化圏で作られた文献から採られ

た語句が使われた。『藥師經』のテキストにある言葉は，タカマガハラゆかり

のカミガミも効果がある呪文として，“ハフリ” と呼ばれる神職から評価され

ていたのである。異文化圏に起源があるテキストや彫像が使われるにもかか

わらず，そして新しく開発された儀式であるにもかかわらず，『藥師經』の朗

読を伴うヤクシ－ケクヮが古代の日本で重んじられたのは当然である。

ノリトを唱えてオホ－ハラヘを執行するハフリと『藥師經』を唱えてヤクシ－

ケクヮを執行する僧侶との間には，非常にはっきりした分業が成り立ってい

た。ところが，僧侶が朗読していた『藥師經』から語句が抜き取られて，ハ

フリが朗読するノリトの一部になっていたのである。僧侶たちから借りた『藥

師經』にハフリたちが目を通して見つけ出したにせよ，ハフリたちの抱えて

いる問題を知っていた僧侶たちが，『藥師經』の中に使えそうな語句を見つけ

て，それを教えてやったにせよ，この二つのグループの間にあった協力関係

が示唆される。何しろ両グループは同じ目的のために協力して，それぞれの

儀式を行っていたのである。

Ｉ－２日本人の想像を絶する理由で『藥師經』は病気や災害に言及する

仏教の原則に立てば，「行いと報いの対応法則」によってすべては自動的に

進行し，ブッダといえどもこれに干渉することはできない。「悪い行い」（惡
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業）に対応する期間だけ，それに相応しい「辛い報い」（苦果）に堪えるしか

ない。「行いと報いの対応法則」によって自動的に決まった「辛い報い」を中

断することは，ブッダの機能が及ぶところではない。仏教で構想されたブッ

ダの仕事は，単に日常生活の不都合を取り除くだけのために奇跡を起こすこ

とではない。

玄奘譯の『藥師經』にも “應に彼の如來本願功徳を念じて此經を讀誦し，其

の義を思惟し，演説し，開示すべし。樂求する所に隨ひて，一切皆遂げむ” と

言われる。１９９）このような言及にしても，主眼はブッダの教えが正しいことを強

調することにあり，人々を説得してブッダを目指して頑張る気にならせるこ

とにある。もっとも，長尾佳代子が指摘するように，大乗化が進むと次第に

ブッダの超能力への言及が見られるようになり，２００） “ブッダの名前を唱えさえ

すれば目的が達せられる” と言わんばかりの発言が目立つようになるものの，２０１）

ブッダになって「心の移転」を断ち切るという究極目的は，言うまでもなく

何ら変わることがなかった。

・中国で「藥師」と呼ばれるバーイシャジヤグル（bhaisajyaguru）は，すべ

ての者をブッダにすることを究極の目標とする。２０２）いつかみんなをブッダにな

らせるために，バーイシャジヤグルは人々が現に抱えている問題の面倒を見

てやって，心置きなくブッダになる準備に専念させようとする。そこで，バ

ーイシャジヤグルが主役として登場する経典『バーイシャジヤグル－スートラ』

・（bhaisajyaguru－sūtra）では，ブッダを目指して頑張ろうとする人々の抱え

ている問題が列挙されている。２０３）これを見て日本のノリト改訂者たちは，新た

に追加すべきヤマヒとワザハヒとして採り入れたのである。

仏教世界では，ほぼ無限に近い時間をかけて努力を続けなければブッダに

なれない。何しろ準備期間として設定されているのは，一つの宇宙が発生し

てから消滅までに要する時間（kalpa），その５２乗のさらに３倍の時間であ

る。２０４）人間がブッダになろうと決意してから，これだけの時間をかけて頑張り

続けなければならないのである。ブッダになる者の例は途方もなく稀であり，

´シャーキャ部族国家（ sākya／釈迦）の世襲議長後継予定者がなって以来，こ
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の２５００年の間に成功したのは一人もいない。それどころか，数億年や数十億

年の近未来に次のブッダが現れるというような近視眼的な見通しは，久しく

守られてきた仏教の伝承で設定されていない。

ところが日本では，少しも頑張らなくとも，誰でも今の人生が終われば直

ちにブツになる。しかも人間だけではない。動物どころか，自分で動けない

草や木もブツになり，２０５）生まれることも死ぬこともない石や岩もブツになる。

このように，日本のブツが仏教のブッダとは別次元のものである以上，│ブッ

ダ＝ 佛 ＝ブツ│２０６）という等式は成り立たない。この等式を前提にして論議

を展開すると，２０７）現実を無視した幻想に陥る危険が避けられず，インド文化圏

との日本文化圏が仏教によって結び付いているということにもなりかねない。２０８）

身体の死を越えて，インドの心（vijñāna）は永遠に機能し続ける。これは

特定の場合に限られる異常現象ではなく，すべての動物に起こるありふれた

自然現象であり，当人の意志とは無関係に起こる。心が次の身体に移る過程

で記憶は失われ，誰も前世のことを覚えていない。次の身体は自分で選ぶこ

とができず，それまでに通過した数限りない生涯での「行い」によって，自

動的に決まるのである。

仏教では「心の移転」はごくありふれた事象であるので，日常の経験と矛

盾があってはならない。正気の人は誰も前世のことなど覚えていないので，

「記憶は次の身体に持ち越されない」というのが仏教の立場である。胚の段階

から胎児の段階まで，身体が子宮にいる間は記憶が失われないが，出産時に

記憶の喪失が起こる。ひどく狭い膣を通過する際の苦痛があまりにも大きい

ので，それに耐えかねて記憶を失うのである。２０９）

遂げられなかった志を果たそうとしたり，晴らせなかった憾みを晴らそう

として生まれ変わる日本人はいるが，２１０）これは仏教の前提となる「心の移転」

とは似ても似つかぬものである。日本でテンシャウ（轉生）が起こるのは，

異常に執念の強い人間に限られる異常事象であり，すべての動物に起こるあ

りふれた自然現象ではない。

それに，志を果たしたり憾みを晴らしたりするには，次に何に生まれるか

桃山学院大学人間科学 No. 34

－３０－

／その他／ま行／も　の部／桃山学院大学／人間科学／第３４号（１３３線）／小林信彦／ｐ２３‐５６（ヤクシーケクヮ（３））／2008年 1月26日／11時 8分40秒／



を自分の意志で決めなければならず，テンシャウした後も生前のことを完全

に覚えていなければならない。日本人の考えるテンシャウは，今の生涯の延

長に過ぎないのであって，仏教で構想された「心の移転」と相容れない。さ

らに，志を果たしたり憾みを晴らしたりするには，生まれ変わりは一回かせ

いぜい数回で十分であり，永遠にテンシャウを繰り返すことはない。楠木正

成と正季の「七生報國」２１１）が想像の限界であろう。│心の移転 ＝ テンシャウ│

という等式は成り立たない。

いつまでも心が機能し続けるということは，いつまでも苦しみが続くとい

うことと考えられ，インドで興ったすべての宗教にとって，「心に移転」を断

ち切ることが究極目標である。正統宗教のシヴァ教やヴィシュヌ教では，最

高神に自己を同一化することによって目標を達しようとする。神の存在を認

めない異端の仏教では，心そのものを消滅させることによって「心の移転」

を断ち切ろうとする。そして，これに成功した場合に “ブッダ” と呼ばれるの

である。

みんながブッダを目指せるような状況を整備してやろうというバーイシャ

ジヤグルの志は，日本人にとって理解すべくもないことであった。日本人は

死の直後にジャウブツ（成佛）するのであるから，「心の移転」など心に浮か

べる余地さえなかった。「心の移転」が信じられていない日本では，永遠に続

く苦しみから解放される必要などなく，誰もブッダになろうなどとしなかっ

た。日本では死ぬとみんなブツになるが，ブッダになろうとした者は一人も

いなかったのである。

ノリトの改訂に当たった古代の日本人にとって，『藥師經』の中に病気や災

害の名前が列挙されている理由など，知ったことではなかった。そうでなく

とも，無条件で無制限のワザハヒ回避を究極の目標とする日本人にとって，

ブッダになることを究極の目標とする仏教の主旨は，想像を絶するものであ

った。

仏教のバーイシャジヤグルが目指しているのは，奇跡を起こして人間の法

外な望みを頼まれるままに叶えてやることではない。「行いと報いの対応法則」
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に干渉して，定められた死期が近い人間を快癒させたりしないし，定められ

た死期に死んだ者を生き返らせたりしない。『バーイシャジヤグル－スートラ』

に登場するブッダは究極の医師ではないのである。仏教のバーイシャジヤグ

ルが目指しているのはただ一つ，いつかすべての者をブッダにすることであ

る。この目標を達成するために，ブッダになる準備をする上で不利な条件が

あれば，それを取り除いてやろうとする。

そこで，バーイシャジヤグルが取り除こうとする不利な条件に言及して，

『バーイシャジヤグル－スートラ』には多くの病気や身体障害が挙げられ，いろ

んな災害に言及されている。人々が病気や障害で苦しんでいたのでは，ブッ

ダになる準備をする上で深刻な支障となる。みんなをブッダにしてやろうと

心に決めたバーイシャジヤグルにとっては，まず何とかしてこの問題を解決

しなければなれない。

こうして，ブッダのバーイシャジヤグルが解決すべき問題として，仏教文

献『バーイシャジヤグル－スートラ』／『藥師經』には病気と身体障害の名前が列

挙され，災害の名前が列挙されている。そして，そのうちのいくつかがノリ

トが増補される際に採られているのである。しかしながら，この作業を通じ

て日本人が『藥師經』から何かの影響を受けたわけではない。『藥師經』の真

意を全く理解しないまま，ノリトの増補者は律義に作業を行ったのである。

日本人が好んで儀式で唱えた異文化文献の中に，ノリトの増補のために探

していた語句がたまたま見つかったに過ぎないのである。仏教世界で作られ

た『バーイシャジヤグル－スートラ』／『藥師經』は，何かの意味を伝える文献と

してではなく，超自然力が内在する呪文の集まりとして，日本人の間で重宝

された。そして，日本には数多くの中国語訳仏教文献が伝わったが，同じ運

命をたどるのが常であった。

Ｊ－１中国人と違って日本人は仏教に戸惑うことがない

インド文化と異なる文化伝統を受け継ぐ中国人にとって，仏教を体系とし

て理解することはたやすくなかった。特に民衆レベルでは仏教の核心部分は
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何も分かっていなかったであろう。しかしながら，少なくとも中国の知識人

は好奇心をもって異文化としての仏教に接し，何とか理解しようとした。少

なくとも大いに驚き，そして当惑した。

人死して精神滅せず，隨ひて復形を受く。生きる時に行う所の善惡，

皆報應あり。故に，貴ぶ所は，善を行い道を修め，以て精神を練りて

已まず。以て無爲に至り，佛たるを得るなり。２１２）…… 然れども，玄微

深遠に歸し，得て測りがたし。故に，王公大人，死生報應の際を觀て

は，矍然として自失せざる莫し。２１３）

「心が永遠に移転し続けて，いつか必ず自分のしたことの報いを受ける」と

いう構想は，想像を絶する奇異なアイデアとして，古くから教養ある人々の

間で話題になり，好奇心と驚きの対象となっていた。仏教はあまりにも中国

文化と異質な世界観であり，そのままの形で受け入れることは無理であった。

一切の性空に徹する空観の理解の如きは少数の専門家的学匠によっ

てとげられ，一般的には精神は不滅で，その精神が現在の生涯になし

た善悪業によって次の善悪の生へ再生輪廻して行くことを教えること

こそ，仏教の大抵の教旨であるとされたのであり，かかる教義こそ両

晉南北朝の人々を動かし，多数の人々を仏教信奉に誘引した所以であ

った。２１４）

異質な文化複合に接した中国人にとって，この「永遠に続く心の移転」は，

理解できるものではなかったにしても，インド文化の他の局面とくらべれば，

まだましであったらしく，この点に焦点を当てて中国人に仏教を勧めたよう

である。しかしながら，他の局面に較べればまだましであった「永遠に続く

心の移転」でさえ，中国に定着するには，「藥師」に延命機能を認めたり，「懺

悔」を構想したりして，仏教の原則から乖離するのは避けられなかった。

日本が中国と決定的に異なるのは，仏教文献に接して違和感を感じる者が

一人もいなかったことである。仏教の世界観に当惑を示す文章は，日本人が

書いた文章のどこにも見当たらない。異質なもの不可解なもの納得できない

ものとして，仏教文献を読んだ者がいないのである。最澄や空海を始め，日
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本で仏教を指導したつもりの人々は，自らの文化との間に越え難い断絶があ

ることを十分に気づくことなく，タマの存在を片時も忘れず，いつもカミの

機嫌を気にしつつ，軽く仏教文献を読み流したのである。日本人は異質な文

化の恐ろしさに鈍感であり，理解し難い文化に接しているという自覚が希薄

であった。異質と気づけば，何とか納得しようと無理をする。そして，それ

でも納得できなければ，納得できるように読み替えることになる。

中国人は「悪い行為をすると，いつか必ず辛い報いが起こる」という仏教

の命題を変換して，「悪い行いを後で消去することができれば，辛い報いは起

こらない」という独自の命題を立てた。そして，悪い行いを消去してもらう

ために，「佛」の彫像の前で「罪」を悔いた。この人々は仏教を継承している

つもりでいたから，起きるべき災害を予防するためには，自分たちの都合が

よいように変換してでも，「行いと報いの対応法則」を何かの形で導入せざる

をえなかったのである。

ところが，日本人は仏教の原理を改竄する必要さえ感じなかった。日本は

インド文化圏から余りにも遠く，人間の行き来がなかったし，日本人は中国

人のように仏教に好奇心をかき立てられることがなかった。肯定的にであれ

否定的にであれ，仏教の「行いと報いの対応法則」を本気で取り上げること

はなかったのである。「行い」とその「報い」について，日本人は仏教の立場

を受け入れることも拒むこともなく，ただただ無関心であった。

Ｊ－２カミの機嫌を気する日本人は，異文化の仏教に反応しない

ヤクシ－ケクヮの際にも，仏教の儀式を行っているつもりでいながら，仏教

の普遍法則にただただ無関心であり，これに抵抗して独自の命題を立てた中

国人の立場を気にすることもなかった。日本人が気にしたのは強い意志と激

しい感情を備えたカミであった。ツミやケガレがあると，激怒したカミは悲

惨な状況をもたらして人間を困らせ，逆の場合は好ましい状況をもたらして

人間を喜ばせる。

機嫌が良いと，カミガミは人間に有利な状況をもたらす。７０８年に武蔵にア
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カガネ（銅）が発見された。「テンニイマス－カミ（天座神）とチニイマス－カ

ミ（地座神）の顕し奉れるズイホウ（瑞寶）」であった。政府は直ちに改元し

て，年号を “和銅”（ニキ－アカガネ）とした。２１５）「祥瑞」の底にある中国の政治

理念はさておき，アカガネが発見された時の日本人は，カミが跋扈する文化

圏にふさわしく，機嫌のよいカミがもたらす幸せに感動している。２１６）

アラヒト－ガミ（現人神）といえども，日本ではカミに振り回されるのであ

る。“徒に憂勞を積みて，政治闕くるが如し。神の咎を胎せること，實に朕が

躬に由れり” と伝えられるように，２１７）聖武はあれこれ思い煩うことが多くなり，

マツリゴトにも失敗があるようだが，これはカミのトガメ（咎）が身に降り

かかったからである。何かカミの機嫌を損ねるようなことをしたらしい。天

皇にトガメを与える主体を指す漢字は，“天” でなく “神” が用いられている

が，この字がここで指すのは日本のカミである。

日本のブツダウ（佛道）で人々が崇めた他の礼拝対象と同じように，ヤク

シは日本で独自の発展を遂げたカミである。日本人に頼りにされ，薬壷を手

にして病気の治療を主要な職務としながらも，次第にその職域を広げて行き，

人間に降りかかるどんな災難をも解消できる万能の救済者に成長したのであ

る。限りない超自然力を備えて無制限に救済を行い，片っ端から人々の期待

に応える日本のヤクシは，仏教のブッダから果てしなく遠い存在であり，日

本人にははなはだ都合のよいカミである。

「人間が何かの行いをすると，それにふさわしい報いが必ずある」という仏

教の命題は，「心の移転」という原則の上に立てられている。実際に「報い」

が現れるのは，１０００兆年後かも知れないし，さらにそれより遥か後かも知れ

ないのである。しかしながら，「心の移転」に馴染めない中国人は，災害が避

けられないと言われれば，今の人生で起きるかと心配に駆られる。そこで，

中国人が考え出したのが「懺悔による罪の帳消し」である。過ちを悔いるこ

とによって，過ちそのものを消し去ろうというのである。そうすれば，過ち

に連動して起こる災いも回避できることになる。

災害を消去することが図られるという点では，中国の「藥師齋」は日本の
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ヤクシ－ケクヮにプロセスが似ているように見えるかも知れない。しかしなが

ら，プロセスが作動する原理を全く異にする。中国人が行った「悔過」では，

原因となるべき罪を消去することによって，その結果として生じるはずの災

害を消去しようとしている。仏教の法則を改竄した結果，仏教と決定的な乖

離が生じたにせよ，中国人は少なくとも改竄する努力をしている。「心の移転」

を前提とする「行いと報いの対応法則」が仏教体系の必然前提になっている

ことを知っていて，都合のよいように変換することはあっても，これを無視

することはなかったのである。

ところが，日本ではまるで状況が違っていた。多くの者が仏教文献を読ん

だことになってはいても，日本人とは違った風にものを考える人々がいるこ

とに思いを馳せることさえなかった。熱心にページをめくっていたとしても，

肝心の所が分かっていなければ，読まなかったのと同じである。仏教文献が

読まれたと言われる日本で，“小乗のものであるので，戒律は破棄すべきであ

る” とか “草や木もブツになる” とか “女はブツになれない” とか言われる。

そのような記述が仏教文献にないのは言うまでもなく，中国人も言っていな

い。ところが日本では，そういう反仏教的命題がむしろ仏教の核心を成すと

信じられていた。仏教文献を研究したと言われる大学者たちは，細かい所は

いろいろ知ってはいても，仏教を体系としてとらえることができなかったの

である。

もっとも，『藥師經』の内容が分からなかったからこそ，日本人は無心にヤ

クシ－ケクヮをやれたのである。『藥師經』の主旨が理解できたら，ヤクシ－ケ

クヮなどとてもやる気にはならなかったであろう。ヤクシ－ケクヮが熱心に行

われたことは，日本に仏教が伝わった証左ではありえず，逆に伝わらなかっ

たことを裏付けるものである。日本人にとってワザハヒが消えるのは喜怒哀

楽の激しいカミ次第である。気に入らないことや気に入ることがあると，そ

の反応ははなはだ迅速で猛烈であり，カミがその気になれば，すでに起きて

いるワザハヒも消えるのである。ワザハヒがすでに起こった際に日本人が打

とうとした手は，もっぱらカミの怒りを鎮めることであった。
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Ｋ－１日本人はキチジャウテンを使って繁栄を願う

６４２年に「大臣」の蘇我が指示してケクヮを行って以来，日本政府が強い関

心を示したのは，緊急の事態に対処することであり，すでに起こっているワ

ザハヒを終息させることであった。８世紀になって中国との交流が盛んにな

っても，中国の習慣を取り入れて「懺悔」によって前もってワザハヒを防ご

うという発想は起こらなかった。日本に帰化したヤクシは，反省を求めるこ

とのないカミになって，直ちに願いに反応するようになった。こうして，日

本人はワザハヒに対処するのにヤクシ－ケクヮという方法を採り，日本流のや

り方で独自の解決を図ったのである。

７６７年に行われたキチジャウテン－ケクヮ（吉祥天悔過）２１８）は，ヤクシ－ケクヮ

以上に異文化と無関係に構想されたものである。「藥師」などと違って，中国

語文献で「吉祥天」は「佛」でもなければ「菩薩」でもない。礼拝の対象で

はないのである。“佛，菩薩の形像の前に在りて” という『梵網經』の言葉は

当てはまらず，２１９）中国には「吉祥天齋」が存在する余地がない。２２０）ところが，

日本に帰化したキチジャウテン（吉祥天）は，直ちに人々の願いに応じるカ

ミであった。

神護景雲元年春正月己未，勅す。畿内七道の諸國，一七日の間，そ

れぞれ國分金光明寺に於て，吉祥天悔過の法を行へ。此の功徳に因り

て，天下太平に，風雨時に順ひ，五穀成熟し，兆民快樂にして，十萬
うるほ

の有情，同じく此の福に霑はむ。２２１）

律令制度の完成を目指す８世紀の日本政府にとって，「鎭護國家」を実現す

る上で根拠を与える文献は義浄訳『金光明最勝王經』であった。そして，キ

チジャウテン－ケクヮの挙行も国分寺の建設も，文献根拠となったのは外なら

ぬこの経典であった。しかしながら，インド文献『スヴァルナーバーソッタ

・マ－スートラ』（suvarnābhāsottama－sūtra／金光明最勝王經）には，「王権の守

護」を統一テーマとして追求しようとする姿勢がない。

『スヴァルナーバーソッタマ－スートラ』は決まった主題を追求する統一的な

文献ではなく，互いに関連のない１９の小作品から成る文集である。第６番目
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の小作品には，「〔四方を守る〕四人の大王」（caturmahārāja／四天王）が登場

する。この「四人の大王」はそれぞれ強力な軍隊を持っていて，最も得意な

分野は軍事援助である。そして，第８番目の小作品に登場するのがラクシュ

・ミー（laksmı̄／吉祥天）２２２）である。そして，この幸運の女神が提供するものと

して，まず生活必需品の外に財宝が挙げられ，２２３）これに穀物と野菜が追加され

る。２２４）

「菩薩」ですらない「吉祥天」を帰依の対象とすることなど中国ではありえ

なかったが，日本人にとってキチジョウテンは少なくとも祈願の対象であっ

た。そして，キチジョウテン－ケクヮがブッキョウ儀礼として成り立ちえる根

拠は，日本人によれば「鎭護國家を統一主題とする『金光明經』」にあった。

この発想のきっかけは中国にあったらしい。２２５）５世紀の前半に『金光明經』を

訳した曇無讖は，すでに「四天王」の軍事援助を取り上げて，“この経典のお

陰で，人々の安全が保障され，暮らしも豊かになる” という主旨の言葉を反復

している。２２６）

キチジャウテン－ケクヮの効果に言及して，“天下太平に，風雨時に順ひ，五
うるほ

穀成熟し，兆民快樂にして，十萬の有情，同じく此の福に霑はむ” と『續日本

紀』で言うのは，ラクシュミーが登場する小作品（義浄訳第１６大吉祥天女品

／第１７大吉祥天女増長財物品）に基づいている。日本でキチジャウテン－ケクヮ

の典拠となったのは，『金光明最勝王經』に収められた小作品に過ぎないとい

うよりも，その中で大規模な物資援助の一項目に言及する短い表現（“風雨時

に順ひ，五穀成熟し”）に過ぎない。しかも，この表現は『金光明最勝王經』

に独自なものではなく，似たような記述は『藥師經』などにも見られる。２２７）

こうして，日本に伝わった『金光明經』は，ごく一部にしか現れないシテ

ンワウ（四天王）を根拠に，「鎭護國家」の文献根拠となったが，同じように

ごく一部にしか現れないキチジャウテンも，「鎭護國家」に貢献する超越存在

となった。２２８）キチジャウテンが人間に与える物の中には穀物と野菜もあるとい

うだけの理由で，中国では礼拝対象でも祈願対象でもなかったものを取り上

げて，『金光明經』の片言隻句をわずかな手掛かりに，日本人はキチジャウテ
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ン－ケクヮを考案したのである。２２９）

このようにキチジャウテン－ケクヮが行われるようになり，ケクヮの可能性

が拡大して未来のワザハヒを予防するようになっても，相変わらず日本人は

異文化文献を体系として理解しようとせず，たまたま異文化の文献に見かけ

た語句を抜き出して，その時の都合に合わせて利用しているに過ぎない。２３０）８

世紀の日本で評判が良かったキチジャウテン－ケクヮは，あらゆる意味で異文

化と無関係である。仏教の文化にも中国の宗教習慣にも，キチジャウテン－ケ

クヮを連想させるものは痕跡すら見いだせないのである。キチジャウテン－ケ

クヮの背後にあるのは，いつとも知れない遠い昔から日本に伝わる五穀豊饒

を願う儀式であろう。

ヤクシ－ケクヮを開発してワザハヒの即時終息を図った日本人は，次にキチ

ジャウテン－ケクヮを開発してシアハセを確保しようとした。同じように反省

を要求しないカミが関与し，日本独自の文化伝承を受け継ぐものである。こ

のキチジャウテンという新顔のカミは，人々の生活の根幹を成す食料の供給

を請け合った。こうしてキチジャウテン－ケクヮは，ヤクシ－ケクヮと並んで奈

良時代の日本で代表的な行事となった。

Ｋ－２『大般若經』の朗読とヤクシ－ケクヮの組み合わせでワザハヒに対処する

キチジャウテン－ケクヮは「諸國」で行われただけでなく，宮中でも行われ

るようになり，『金光明經』の「講説」とセットになっていた。９８４年に成立

した『三寶繪詞』に見られるように，昼は『金光明經』が「講説」され，夜

はキチジャウテン－ケクヮが催されたのである。２３１）こうして，経典の朗読と結

び付いて，キチジャウテン－ケクヮはワザハヒを扱うのである。

このように特殊なケクヮが行われるようになったのと連動して，代表的な

ケクヮであるヤクシ－ケクヮに変化が起こった。マラヒトノ－ヤクシ（賓客の藥

師）として，延命を主な任務としていたヤクシは，９世紀後半になると，モ

ノノケ（物恠）やヒノケ（日異）２３２）を鎮める役目も担うようになった。正体不

明のタマが人に害を与えると信じられ，“モノノケ” や “ヒノケ” と呼ばれて
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大いに恐れられるようになっていたのである。
もののけ ひ の け

〔承和十年五月〕丙申。又，内裏の物恠，并に日異を鎭むる爲，百法
ゐや

師を屈びて，三箇日を限り，藥師經を清涼殿に於て讀ましめ，藥師の

法を常寧殿に於て修せしめ，『大般若經』を大極殿に於て轉ぜせしむ。

諸司， 醋食し，殺生を禁ず。２３３）

８世紀のヤクシ－ケクヮは，カミが引き起こしたワザハヒを終息させるため

に行われたが，この点についてはその後に興味深い変化が見られる。９世紀

になると，カミ以外のものが引き起こすワザハヒに対処するためにも，ヤク

シ－ケクヮが行われるようになったのである。そして，そのような場合には，

必ず『般若經』が朗読された。このことに言及する「勅」が何回か出ている。２３４）

この新しい呪術は，『般若經』に呪力を認める日本独自の発想と結びついてい

た。絶大な超自然力が潜む『般若經』の朗読会と対になって，カミが関与し

ないワザハヒを停止するヤクシ－ケクヮは，未来の災害を予防する機能も帯び

るようになったのである。

ヤクシ－ケクヮを行って宥める対象は，超現実世界に属するカミであったの

が，現実世界を徘徊するふとどきなタマということになった。“モノノケ” と

呼ばれた正体不明のタマは，カミの意を受けてワザハヒを起こしているので

はなく，自分自身の意志で人間に危害を加えている。モノノケはカミの代理

ではない。人間に危害を加える存在として，正体不明のタマが日本社会に登

場することになった。

何しろ今までと違った分野に進出するわけであるから，ヤクシ－ケクヮはそ

れだけで未来のワザハヒを予防できるわけでなく，『大般若經』の朗読とセッ

トになって初めて予防に効果があると考えられていた。２３５）モノノケが起こすワ

ザハヒを押さえるには，ヤクシ－ケクヮだけでは充分でなく，同じ日に必ず

『大般若經』２３６）を唱えなければならなかった。この構想を日本人が思いついた

のは，この経典に強力な超自然力が宿るという思い込みがあったからである。

『大般若經』に力が内在するという発想は中国にあり，２３７）“経典の言葉が伝え

る真理が「鬼神」を動かす” と言われる。ところが，日本のモノノケは真理に
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動かされることがないので，内在する超自然力によって制御するしかない。

この力を利用して，仏教に馴染みがない日本人は，ワザハヒを引き起こす正

体不明のモノノケの動きを阻止しようとしたのである。２３８）

病気というワザハヒを終息させるために，ヤクシ－ケクヮが桓武が危篤に陥

った８０５年に行われた。２３９）この時のヤクシ－ケクヮは，『大般若經』の朗読とセ

ットになっていない。ヤマヒを終息させるためなら，９世紀になってもヤク

シ－ケクヮだけで充分と考えられていたのである。なお，ヤマヒを扱うヤクシ－

ケクヮはこれが最後で，その後は行われることがなかった。

あとがき

古代の日本文化圏では，ヤマヒやワザハヒを終息させるために，ヤクシ像

の前で『藥師經』が唱えられた。この際に使われるヤクシ像は，中国の「藥

師齋」で用いられる「藥師像」と役割を異にし，遥か昔から日本に根付いて

いたカミのカタシロの伝承を忠実に継いでいる。同じように，日本で唱えら

れる『藥師經』は，中国で唱えられる「懺文」と機能が異なり，神代から伝

わるノリトの伝承を受けている。

人間と「佛」の間に神秘的な交流を認める中国人の構想は，日本人の間に

片鱗さえ見出すことができない。自分のしたことを人間が佛像の前で反省す

ることは，日本人の心をよぎることさえなかった。神代から伝わるハラヘの

プロセスから知られるように，日本ではツミを贖う対価の中に反省が含まれ

ていないのである。日本人にとって，ツミは付着した塵のように払うべきも

のである。ハラヘは「犯した罪を解除してやる行事」であり，ハラヘ－ツ－モノ

（祓－物）２４０）を差し出して損害補填を済ましさえすれば，反省などしなくても，

犯したツミはなかったことになる。

“ケクヮ” のいう異文化風の名称にもかかわらず，この儀式の中に認められ

る日本人の意識は，遠い過去から先祖たちが慣れ親しんできたものであった。

中国の場合と違って，祈願する側の反省は求められなかったし，祈願する人

間と祈願されるカミの間に神秘的交流もなかった。このように，ややこしい
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手続きは不要であって，ワザハヒの決着は極めて迅速につくことが期待され

た。日本人が対処しようとしたのは緊急の問題であり，現に目の前で起きて

いるワザハヒであった。

８世紀の日本では，天皇が重態に陥った時にヤクシ－ケクヮが行われた。漢

字を使って日本の宗教行事を指すのに使ったからといって，日本人が中国人

と同じことをしていたことにはならない。日本の文化は中国の文化と異なる

体系を成す。漢字を使っていても，表す意味は同じではない。ヤクシ－ケクヮ

は日本独自の文化事象であり，その成立に連動してハラヘがオホ－ハラヘに発

展した。この時代の日本人は，ハラヘの変貌に対処するために，ノリトに挙

げられるツミのリストを増補する必要に迫られた。その際に加えられたのは，

ツミとは別のカテゴリーに属するヤマヒやワザハヒの名称であった。

ノリトの増補者が追加すべき語を探し出したのは，ヤクシ－ケクヮでノリト

代わりに唱えられた『藥師經』からであり，ヤクシ－ケクヮとハラヘの間にあ

った深い関係が示唆される。日本人にとって『藥師經』は異文化の文献であ

ったが，文献の主旨を理解しないまま，ただ日本社会の変化に対処するため

に，必要な言葉だけをそこから探し出したのである。

同じように反省を要求しないカミを使って，奈良時代の日本人は新しい呪

術を開発した。キチジャウテンもヤクシと同じように日本の文化伝統の中に

取り込まれて，シアハセの基となる食料を人々にもたらしたのである。８世

紀の日本人にとってキチジャウテン－ケクヮは，ヤクシ－ケクヮと並ぶ重要な呪

術となった。この時代の日本人がキチジャウテン－ケクヮについて語る際に，

『金剛明光經』という仏教文献に言及するが，日本のキチジャウテン－ケクヮと

実際にかかわるのはその片言隻句に過ぎない。

平安時代になると，正体の分からないモノノケや正体の分かっている死者

のタマに対処するために，ヤクシ－ケクヮが行われた。現実世界を徘徊するモ

ノノケや現実世界にかっては存在した死者のタマは，いつどこに現れて何を

しでかすか分かったものではない。ワザハヒを恐れる政府は何をしでかすか

分からないタマを抑さえて，未来のワザハヒを予防することにも力を入れる
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ようになった。

こうして，政府のワザハヒ対処策は扱う範囲が未来に及ぶことにもなって，

異常現象の起こる日を予知することが課題になり，２４１）古くから伝わるヒジリ

（聖）の技術が注目されることになった。２４２）この時代に登場した空海に日本政

府が先ず期待したのも，８２２年の太政官符２４３）からも窺えるように，タントラ仏

教（tantrism）を日本に広めることではなく，２４４）ワザハヒの予防に貢献するこ

とであった。２４５）

人々がひどく脅えていたのは，ワザハヒの背後に潜むタマであった。正体

不明のタマはモノノケとして個人に病気や精神障害をもたらすに過ぎないが，

桁違いに規模の大きいワザハヒをもたらすタマがいて，疫病や戦乱や火災そ

して雷や虫害を引き起こす。こうなると，『大般若經』の朗読で補強したケク

ヮくらいでは，とうてい手に負えるものではない。この問題を政府は深刻に

取り上げて対策を考えた。

このような場合に登場するのは正体不明のタマではなく，世に広く知られ

た人のタマである。恨みを抱いて死んだ有力者のタマが憾みを晴らすために，

社会全体に対して報復をするのである。激しい怨念に燃える強力なタマは，

桁外れの大規模なワザハヒを引き起こす。そこいらを徘徊するモノノケをや

っつけるようにはいかないのである。これに対処するには，何か新手を考え

なければならない。

復讐にはやる大物のタマは “ゴリャウ”（御靈）“ミ－タマ” と敬称で呼ばれ，

モノノケのように攻撃の対象ではなく，宥めすかすべき相手であった。８６３年

５月２０日に，特に激しく恨む５人のタマを選んで一堂に集めて，政府の主催で

ゴリャウ－ヱ（御靈會）を行っている。２４６）これがケクヮが効かない相手に政府

が考えた新手であり，カミに祭り上げて激怒するタマを鎮めようとするもの

である。

異文化圏の文献に接する機会があっても，日本人は体系としての異文化に

見向きもしなかった。異文化圏から語を借用しながらも，それを使って日本

人が饒舌に語っているのは，いつとも知れぬ古い時代から継承してきた日本
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の文化であった。このことを見事に例証するのがヤクシ－ケクヮであり，仏教

の儀式を行っているつもりでいながら，日本人は仏教の立場にただただ無関

心であって，仏教を是認し切れない中国人の立場にも関心がなく，ひたすら

ワザハヒが起こるのをひたすら恐れ，シアハセがもたらされるのをいちずに

望んでいた。

（おわり）

略号

『大正』：『大正新脩大藏經』，１９２４－１９３２。

『國大』：『國史大系』（新訂増補），１９４２。

『古大』：『日本古典文学大系』，１９５２－１９６７。

中国文献も日本文献も，中国語のテキストは日本語の読み下し文で示した。

注

１７９）『延喜式』８，『國大』２６，１６９。

１８０）loc. cit.：國つ罪とは，……… 昆虫の災，高つ神の災，高つ鳥の災，畜仆し蠱物

爲る罪。許許太久の罪出でむ。

１８１）小林，『オホ－ハラヘと「藥師經」の関係 ―ヤクシ－ケクヮの成立に連動して起こっ

たハラヘの変貌―』，『〔桃山学院大学総合研究所〕研究叢書』２３，和泉，２００６，２２－２３。

１８２）ibid., ２５－２９．

１８３）『延喜式』８，１６９：國津罪止八 ……… 白人胡久美 ………

達摩笈多，『藥師如來本願經』，『大正』１４，４０１：第六大願 ……… 背傴白癩

１８４）『日本書紀』１，〔前編〕４７。

１８５）本居宣長，『大祓詞後釋』上，『本居宣長全集』５，東京，１９８１，１２４：さて，此蟲

の災のことは，書紀神代ノ巻に，昆虫の災異を禁厭といふ事見え，大殿ノ詞にも，は

ふ蟲の禍なくと見え，十種の神寶の中に，蛇ノ此禮峰ノ比禮などのあるも，それを拂

はむ料也。上代には，民のすみか，野山にまじりて，かりそめなるけまへなりしか

ば，蟲の害多かりしなるべし，又大殿祭の祝詞にしも，擧られたるを思へば，上代

には，たゞなべて此害の多かりしにも有べし，今の世とても，蝮蜈蚣蜂などにさゝ

れて，なやむ事無きにはあらず。

１８６）達摩笈多，『藥師如來本願功徳經』４０３：或は復，人有りて，忽ちに悪夢を得て，

或は諸の悪相を見，或は怪鳥來り集り，其の住所に於て百怪出現す。此の人，若し

能く種種の衆具を以て彼の世尊藥師琉璃光如來に供養し恭敬せば，一切の悪夢の悪
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相と不吉祥事，皆悉く隱没す。

１８７）ibid., ４０３，中１－４行，４－６行。

１８８）『續日本紀』４０，５５６：（７９１年）伊勢，尾張，近江，美濃，若狭，越前，紀伊等の
もち からかみ

百姓に，牛を殺し用て漢神を祭るを斷ず。

『類從國史』１０，『國大』５，〔前編〕９０：（８０１年）越前國に□加を行ひ□□をし牛を

屠り神を祭ることを禁ず。

１８９）達摩笈多，op. cit., ４０２：諸の畜生を殺して其の血肉を取り，……… 彼〔の人〕の
こぼた

命を断じ，及び其の身を壊むと欲す。

１９０）『皇太神宮儀式帳』，『神道大系』，神宮１，１９７９，１０。

１９１）達摩笈多，op. cit., ４０４。

１９２）『皇太神宮儀式帳』１０：國都罪止所始志罪波 ……… 川入〔罪〕火燒罪乎 ………

達摩笈多，『藥師如來本願經』４０４：第四横者 爲火所燒 第五横者 爲水所溺

１９３）小林，『オホ－ハラヘと「藥師經」の関係』，５２－５８。

１９４）６４６年３月２２日に発布されたミコトノリ（詔）には反社会的なハラヘが禁じられ

（『日本書紀』２５，〔前編〕２３５－２３７），その事例がいくつか挙げられているが，そのよ

うな場合の一例として，溺れ死んだ人間の死体を発見した者が言い掛かりをつけて，

溺れ死んだ者の仲間にハラヘを強いる場合が挙げられている（ibid., ２３６）。溺死体は

厭がられていたのである。

１９５）井戸に落ちて死んだ者がいてケガレが生じ，それがもとで宮中にまで汚染が広が

ったという（『日本紀略』後編３，『國大』１１，６５）。その時代には，流れる水には汚

染保留機能が認められておらず（『文保記』，『羣書類從』５２３，雑部７８．『新校 羣書

類從』２２，東京，１９３２，７１６），流れない水に限って汚染を保留し，汚染源となると考

えられていたのである（ibid., ７１６）。

１９６）『日本三代實録』２５，３４１：〔貞觀十六年四月十九日丁未。〕淳和院に失火す。飛燼，

轉行し，禁中に飄落す。
けが

１９７）loc. cit.：〔貞觀十六年四月〕廿一日己酉。賀茂祭。淳和院の火穢に染る人，齋院に
よ と

入る。仍りて，祭事を停む。

１９８）もう一つ例を挙げると，川合神社に火事があって，そこへ行っていた下社の氏人

がケガレに汚染された。その後で下社に帰っていつものように活動していたところ，

下社もケガレを帯びることになった（『中右記』４，『増補 資料大成』１２，東京，

１９６５，２１３）。

１９９）玄奘，『藥師琉璃光如來本願功徳經』，『大正』１４，４０６。

２００）長尾佳代子，「ギルギット本『藥師經』の成立 ―仏教大衆化の一齣―」，『パーリ

学仏教文化学』６，１９９４，１０１－１１０。
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ギルギットで発見された『バーイシャジヤグル－スートラ』と最古の中国語訳とを

比較して，長尾はテキストの発展を考える。最古の中国語訳『〔灌頂〕抜除過罪生死

得度經』は，長尾の研究で明らかになったところでは，ギルギット本と基本構造が

同じであるが，ブッダの名前への言及については，二つのヴァージョンの間に大き

な違いが認められる。『抜除過罪生死得度經』で強調されているのは経典を聞くこと

である。経典に記されている「行いと報いの対応法則」を知ること重んじられて，

不利な「行き先」（gati／趣）を避けるために「善い行い」が勧められる。これに対し

て，『バーイシャジヤグル－スートラ』で重視されているのは，ブッダの名前を唱える

ことである。

２０１）長尾の論文「ギルギット本『藥師經』の成立」（注２００）によれば，『バーイシャジ

ヤグル－スートラ』にはかっては古い本があって，経典の理解が重んじられてブッダ

の名前を唱えることが重んじられなかった。その本が次第に変化して，ブッダの名

前に宿る超自然力が強調する新しい本が出来た。それがギルギット本であり，そこ

ではブッダの名前を唱えると「前世のことを思い出す能力」（jāti－smara）が備わる

という。そうすると，何の努力をしなくとも，悪いことをすると嫌な目に遭わなけ

ればならないことが自然に分かる。

ブッダの名前に宿る力が強調されるのと呼応して，仏像の扱いにも大きな変化が

あった。古いヴァージョンを反映する『抜除過罪生死得度經』には，仏像礼拝に関

する記述が１個所にしかない。これと対照に，新しいヴァージョンの『バーイシャ

ジヤグル－スートラ』に記述される儀式はすべて仏像を前提にしている。

ギルギット本『バーイシャジヤグル－スートラ』は，経典またはブッダの教えを強

調する『抜除過罪生死得度經』よりも，仏教の大衆化という点でより進んだ発展段

階にあると言えよう。ブッダの教えを重んじる理知的立場からブッダへ理屈抜きに

帰依することを薦める立場へ，バーイシャジヤグル信仰が移ったことが示唆される

のである。

２０２）小林信彦，「日本で開発されたヤクシ－ケクヮ」（２），『〔桃山学院大学〕人間科学』

３３，２－６（C―１ 仏教のバーイシャジヤグルは医療を専門としない）。

前世のバーイシャジヤグルは，「自分がブッダになった暁には，この世に生きてい

るすべての者もブッダにしてやる」と「決心」した。この目的を実現するために，

それぞれの者が被っている障害を除かなければならない。

２０３）ibid., ５－６。

人々がブッダになる準備をするのに障害となるものとして，病気や身体障害，間

違った考え，悪政や飢饉などであり，この一つ一つを片っ端から取り除こうとバー

イシャジヤグルは心に決めている。
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２０４）ブッダになろうと決心してから実際にブッダになるまでの時間，すなわちブッダ

になるまでに要する時間は仏教の伝承でよく知られている。それによると，ブッダ

・
になるまでに経過する時間は３アサンキャ・カルパ（asamkhya kalpa）と言われる。

´
・

´Abhidharmakosabhāsya, ed. P. Pradhan, Patna, 1975, 181 (kosa 3. 93d－94

・
aa): tad asasamkhyatryodvavam buddhatvam│（ブッダであることは，３アサ

ンキャ〔・カルパにわたる準備〕の結果である）。

ここに見える “カルパ”（kalpa）という語は，途方もなく長い時間単位を指してい

て，「一つの宇宙が発生して消滅するまでの時間」が１カルパである。そして，“アサ

・
ンキャ”（asamkhya）という語は超天文学的な数を指す数詞であり，その数価につ

いては，仏教の伝承でよく知られている。

・ ・
´ibid., 181－182 (bhāsya ad loc.): ……… ekānām dasako dvitı̄yam｜

´ ´ ´
・ ・

´ ´ ´
・

dasa dasakāni satam trtı̄yam｜dasa satāni sahasram｜dasa sahasrāni pra－

・
´

・
´

・ ・
´bhedah｜dasa prabhedā laksam｜……… dasa balāksā mahābalāksam｜dasa

・・ ・
mahābalāksāny asamkhyam｜………（………一つの１０〔１０１〕が二桁である。

１０の１０，すなわち１００〔１０２〕が三桁である。１０の１００，すなわち１０００〔１０３〕〔が四

桁である〕。１０の１０００，すなわち１００００〔１０４〕〔五桁である〕………１０のバラー

クーシャ，すなわちマハーバラークシャ〔１０５０〕〔が五十一桁である〕。１０のマハ

ーバラクシャ，すなわちアサンキャ〔１０５１〕〔が五十二桁である〕。………）

´そうすると，kosa 3. 93d－3. 94aaの意味は「ブッダであることは，３×１０５１カルパ

にわたる準備の結果である」ということになる。ブッダになろうと決意してから，

宇宙が発生から消滅に至る過程を途方もなく繰り返す間，ゼロが５１付く回数の三倍

も繰り返す間，せっせと準備を続ければ，めでたく目的を達することができる。イ

ンドでは同じ心が次々と移転して，いつまでも機能し続けるので，時間切れの心配

は全くない。

２０５）小林，「謡曲に見られる草や木のジャウブツ ―借用語に託された日本人の心情―」，

『〔桃山学院大学〕人間科学』２６，２００３，１９－４３。

日本では草や木もジャウブツ（成佛）するが，仏教では動物さえ今の姿でブッダ

になることはありえない。動物の身体に宿っている限り，ブッダになる準備をする

のが極めて困難である。動物の身体に宿る心は，ほぼ無限に「心の移転」を繰り返

して，先ずいつの日にか人間の身体に移らなければならない。植物については論外

である。

仏教の体系では，「行い」が三つの局面でとらえられる。『首楞嚴三昧經』で “身の

業，口に隨ひ，口の業，意に隨ふ” と言われるように（『大正』１５，６３５），体を動か

す行動は声出す意志表明を前提とし，声を出す意志表明は心でなされる思考を前提
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とする。この立場に立つと，体を動かすことは心で判断することを抜きにして考え

られていない。自ら動く動物には必ず心が宿り，自ら動かない植物には決して心が

宿らない。心がなければ，「心の移転」は起こらず，それから離脱してブッダになる

こともありえない。

２０６）古代の日本文化を専攻する研究者にとって，仏教は６世紀に伝わって日本に深く

根付き，日本文化の形成に大きな役割を果たした。仏教が目指したものと同じもの

を日本人も目指すということになり，インドで “ブッダ” と言われる語と日本で “ブ

ツ” と言われる語は同じものを指すことになる。

日本で│“ブッダ” ＝ “ブツ”│という等式は不可侵の公理であり，自明の真理であ

るので，これを検討の対象にすることはない。もっとも，説明を何も受けずに信じ

込まされているので，この点で意識はいつも朦朧としている。等式│“ブッダ” ＝

“ブツ”│について，日本人の頭に付けられた思考の道筋はぼんやりしているが，それ

を敢えて言葉にすれば次のようになろう。

１）インド文字で表記された “buddha” を漢字で表記したたのが “佛〔陀〕” で

ある。同じ語を違う文字で表記したに過ぎないから，“ブッダ” と “佛” は等価

である」（“ブッダ” ＝ “佛”）。

２）同じ漢字である以上，中国文献で使われる “佛” と日本文献で使われる

“佛” は等価である（“佛” ＝ “ブツ”）。

３）したがって，サンスクリットの “ブッダ” と日本語の “ブツ” は等価であ

る（“ブッダ” ＝ “ブツ”）。

２０７）インド文化を知ろうともしないまま，知る必要を感じないまま，等式│“ブッダ”

＝ “ブツ”│を信じている。そうすると，自分たちが日本で知っているものがインド

にもあったと思っていることになろう。日本人と考え方や生き方を共有する人々が

マレー半島の向こうにいたということになる。このような独り合点の思いは，これ

は今に始まったことではない。

『今昔物語集』の伝える話によると，テンヂク（天竺）では春に桜が美しく，秋に

紅葉が山に映える。そして，テンヂクの人々は栗と柿が好きで鮑と鰹を好む。ブッ

ダになる気はまるでなく，ひたすらマコトノ－ココロ（誠心）の実現に励む（小林，

「インド起源の話に描かれる日本の風景と文化」，『〔桃山学院大学〕国際文化論集』

２８，２００３，３９－７６）。

平安時代の日本人が抱く集団幻想の中で，インドでは人が死ぬとみなブツになり，

草や木どころか石や瓦もジャウブツ（成佛）する。世のムジャウ（無常）が貴ばれ

て，ムガ（無我）の境地が求められる。そして，サハリ（障）のせいで女は蔑まれ

る。何しろ日本の “ブツ” はインドの “ブッダ” と同じなのであるから，日本にある
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ブッキョウとそっくりのものがインドにもあったことになる。

その頃と違って今では，インド文化について知ろうと思えば情報源がいくらでも

あるが，日本人は頑なに目を背けている。日本のブッキョウが「世界宗教」である

という幻想が壊れるのをひたすら恐れ，現実に目を向けようとしないのである。日

本人の行う日本文化研究は，重要な局面でいまだ神話と伝承をなぞるに留まり，御

一新後１４０年経っても近代化の兆しがない。

２０８）小林，「最澄が描いた日本文化 ―森羅万象に認められるブツの資格―」，『〔桃山学

院大学〕人間科学』２９，２００５，３７－５５。

小林，「日本オーソドクシー点描」，７５－１０１。

小林，「田辺繁子のインド古代法理解 ―古い幻想の上に重ねられた新しい幻想―」，

『桃山法学』７，２００６，３１３－３３６。

小林，「サハリのせいで救われない日本の女」，１９９－２１５。

２０９）異端派の仏教であれ，正統派のシヴァ教とヴィシュヌ教であれ，このことは広く

・
インドで信じられている。ヴィシュヌ教の基本文献プラーナ（purāna）では，膣

・・
（yoni）を通過する際に記憶が失われる次第が記述されている（Mārkandheya－

・
purāna, ed. K. M. Banerji, Calcutta, 1962, 83）。

こういうことが起こらない異常人物も稀にいる。仏教を始めたシャーキャ－ブッダ

´は，母親の脇（pārsva）から生まれたので，膣を通る激痛を経験せず，前世の記憶

を失わずに済んだ。そうすると，哺乳類以外の動物なら前世のことを覚えているの

か。プラーナ文献を片っ端から探してみたが，この問題を取り上げた記述は見つか

らなかった。インド人が「心の移転」を考える際に，魚や虫は念頭にないらしい。

２１０）小林，「死を越えて追いかける借金取り ―日本の説話に使われた中国のモチー

フ―」，『〔桃山学院大学〕人間科学』２３，２００２，３５－７５。

２１１）『太平記』１６，後藤丹治／釜田喜三郎（校注），『古大』３５，１５９。

楠兄弟にしても，生まれ変わって後醍醐の子孫に協力するつもりであろうが，７

という数を挙げるだけで，来世の一回一回について具体的な計画があるわけではな

い。「複数回の生まれ変わり」について日本に伝承があるわけではないのである。

２１２）周天遊，『〔袁宏〕後漢紀校注』１０，天津，１９８７，２７６。

２１３）ibid., ２７７。

２１４）塚本善隆，『魏書釋老志の研究』，１９６１，１０３。

２１５）『續日本紀』４，３３。

２１６）『日本書紀』２５，〔後編〕２４９－２５１。

中国では皇帝が「天」の命を受けて国民を統治する。皇帝が善政をしいて統治に

成功すると，これを評価して「天」は地上に「祥瑞」を出現させる。麒麟や鳳凰な
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ど珍しくめでたい動物が現れるのはそういう時である。日本に白雉元年（６５０年）二

月九日に現れた白いキジも，中国流に考えれば「祥瑞」であるが，天皇は「天」の

命を受けて統治しているわけではないので，日本でズイホウを出現させるのはカミ

である。

２１７）『續日本紀』１７，２０２。

２１８）小林，「過ちを悔いずに行う悔過」，１１２－１１７。

２１９）ヒンドゥイズムの神（deva）は仏教に採り入れられて，ブッダの協力者となった

が，自分自身はブッダになる準備を進めていないし，ブッダを目指すようにと他人

を督促することはない。したがって，仏教で神々はブッダ候補生（bodhisattva／菩薩）

でさえなく，崇敬の対象ではありえない。

仏教で伝えられる伝承によれば，神々の住む天国（svarga／天界）は，地上世界と

同じように「欲望のある世界」（kāmadhātu／欲界）に属する。仏教の伝承では神々

もいつかは死ぬ。死ぬと心は次の体に移って，生きる苦しみを味わい続ける。

ラクシュミーは幸運の提供すなわち物資の提供によって，「四人の大王」は軍事力

の提供によって，それぞれの持ち味を生かして，ブッダの活動に協力する。すなわ

ち，人々にブッダを目指させようとするブッダを助けて，準備がしやすい状況が整

うのに力を貸す。しかしながら，人間や動物と同じように「欲望のある世界」に住

む以上，崇められて礼拝を受けることはない。中国人の立場に立てば「罪」を「懺

悔」する相手ではありえないのである。

２２０）道宣の『廣弘明集』には，「吉祥天」の彫像の前で読まれた「懺文」が見られな

い。陳の文帝に読んだ「懺文」の中に「金光明懺文」（『廣弘明集』，２２２b－c）がある

が，「吉祥天」への言及は見られない。

２２１）『續日本紀』２８，３３９。

２２２）ラクシュミーは美と幸運の女神であるが，『スヴァルナーソッタマ－スートラ』の

第８小作品では，もっぱら幸運の女神の面に焦点が当てられている。というよりも，

ここに登場するラクシュミーは物資の女神であり，金銀や宝石から穀物に至るまで

あらゆる形の富を支配する女神である。

このラクシュミーはヴィシュヌ教の最高神ヴィシュヌの妻として崇敬を集め，お

びただしい数の彫像と絵画が作られて，美と幸運の女神としてインド中の人々が家

庭で熱心に礼拝している。蓮を手にしたラクシュミーは海の中から発生した。神々

と悪魔たちが争って海が撹乱された時のことである。今も蓮を手にしたラクシュミ

ーは，蓮の上に座っていて，側にいる二匹の象が鼻でかける水を浴びている。

２２３）義淨，『金光明最勝王經』，１６大吉祥天女品，『大正』１６，４３９a：〔我（吉祥天），〕

能く無量百千萬億衆生をして諸快樂を受けしめ，乃至，須むる所の衣服－飲食－資生の
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具，金銀－瑠璃－車�－瑪瑙－珊瑚－虎珀－眞珠等の寶，悉く充足せしむ。

２２４）ibid., loc. cit.：毎日，三時中に我が名を稱念して，別に香花及び諸美食を以て我

を供養し，亦，常に此の妙經王を受聽せば，是の如き福を得む。而して頌を説きて

曰く。能く地味をして常に増長せしめ，諸天をして雨を降らしめ，時節に隨はしめ，

諸天衆をして咸な歓悦せしめ，及び園林穀果神を以て叢林果樹並に滋栄せしめ，所

有の苗稼，咸な成就せしむ。

２２５）『スヴァルナーバーソッタマ－スートラ』のヴァージョンの中で，曇無讖の『金光

明經』は，最も古い状態を伝えているはずなのに，「四天王の軍事援助」を取り上げ

ている箇所は，テキスト発展史上で後の段階を反映するサンスクリット本よりも繰

り返しが多く，意図的な増幅が示唆されるが，テキストの分析して比較する作業が

されていないので，詳しい事情は分からない。

２２６）曇無讖，『金光明經』６「四天王品」，『大正』１６，３４０－３４４。

２２７）玄奘，『藥師琉璃光如來本願經』，『大正』１４，４０７c：此の善根及び彼の如來の本願

の力に由るが故に，其の國界を�ちに安隱を得さしめ，風雨時に順はしめ，穀稼成

熟せしむ。

２２８）『日本靈異記』の伝える話から示唆されるように，キチジャウテンが財産を与え

る超越者であることは，８世紀の日本でよく知られていたようである。パーティー

を開くための金がなかったので，女はキチジャウテンの像に泣きついた。すると，

小さい頃の乳母がやって来て，御馳走をいっぱい届けた。喜んだ女はお礼に服とス

カートを乳母に着けさせた。後になって再び拝みに行ってみると，キチジャウテン

の像は，あの服とスカートを着けていた。乳母の家へ行って聞いてみると，何も知

らないと言う。すべてはキチジャウテンの取り計らったことであった。（『日本靈異

記』中１４，１４１－１４３）

２２９）８世紀の日本で権威があった『金光明經』の第８小作品では，確かにキチジャウ

テンは気前のよい物資供給者である。このことは全文献の中ではほんのエピソード

に過ぎないが，日本人はこれにすっかり夢中になった。そして，キチジャウテンに

関して，インドにも中国にもない伝承が日本で発生している。その夫がビシャモン

テン（毘沙門天）であるという話である（『三寶繪詞』下２御齋會：吉祥天は毘沙門

天の妻なり）。

´“ヴァーイシュラヴァナ“（vaisravana）は，富の神クベーラ（kubera）の別名で

ある。ラクシュミーの夫をクベーラとするのは日本人だけである。人間に限りなく

物資を供給するキチジャウテンは富を管轄するビシャモンテンの妻としてふさわし

いと思ったのであろうか。なお，クベーラは「四人の大王」の一人として北方の防

衛を担当するが，そこまでは日本人も関心を向けなかったようである。
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２３０）シテンワウ（四天王）が登場する小作品で語られる軍事援助にキチジャウテンが

登場する小作品で語られる物資援助を加えれば，国家の安全は保障されて国民の生

活は平穏になるが，この二つはそれぞれ独立した小作品であり，間に別の小作品を

挟んで，互いに繋がりは全くない。それに，国家運営に役立つことがたまたま出て

いるのは，この二つの小作品だけである。『金光明經』は全体として「鎭護國家」の

保証を統一テーマとしているわけではないのである。

それに，たまたま二つの小作品でそれぞれ取り上げられる物資援助と軍事援助は，

大乗経典の『金光明經』にしてみれば，それ自体が目的ではない。地上の国王に軍

事援助をして平和をもたらし，国民に物資援助をして暮らしを楽にしてやれば，ブ

ッダを目指して準備をする上で有利な条件が整う。これこそ全ての大乗経典が追求

する究極課題である。

２３１）源爲憲，『三寶繪詞』下２御齋會，江口孝夫（校注），１９８２，１７：七日夜をかぎり

て，ひるは最勝王經を講じ，夜は吉祥悔過をおこなはしめたまふ。吉祥天は毘沙門

の妻なり。

７世紀に始まる日本人の「四人の大王」観を知る上で，この文献の説明は興味深

い。『金光明經』の第６小作品にしか登場しないのに，この説明では「四人の大王」

が『金光明經』全体の主人公となっている。そして，軍事を担当するブッダの家来

に過ぎないのに，独立した救済者となっている。

２３２）『續日本後紀』の記述によると，モノノケとヒノケが宮中に現れて，ヤクシ－ケクヮ

によって鎮められたという（『續日本後紀』１３，『國大』３，１５６）。“モノノケ” という

語も “ヒノケ” という語も，語義が十分に理解されていない。なお，平安時代の物語

にモノノケはよく現れるが，ヒノケが登場することはない。

『萬葉集』３８８６に “日乃異尓干”（日の異に干し）とあるが（『萬葉集』３８８６，『古

大』４，１６６），多くの注釈や辞書で “ヒノケ” という語は「日の氣」（日光）と解され

ている。しかしながら，“ヒノ－ケ” の “ケ” は甲類の仮名 “異” で表記され，乙類の

仮名 “氣” で表記される “ケ” とは別の語である（沢潟久孝，『萬葉集注釋』１６，１９６４，

２５４）。
ね け

『萬葉集』２１６６の “池の波ゆ鳥が音異に鳴く”（『萬葉集』２１６６，『古大』３，１１６．）

などから見ても，“モノノ－ケ” と “ヒノ－ケ” の “ケ” は，もともと「標準から著しく

逸脱した状態」を表す抽象名詞であると考えられる。そして，『萬葉集』３８８６の “ヒ

ノケニ” が表す意味は，「日照りが並外れている状態で」／「非常に強い日差しのもとで」

であると考えるべきであろう。

“モノノ－ケ” と “ヒノ－ケ” の “ケ” は，「はなはだしさ」を意味する抽象名詞 “ケ”

が普通名詞に転用されたものと考えられ，本来の意味は「標準からはなはだしく逸
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脱したもの」／「並外れたもの」／「異常なもの」であるということになろう。このこと

を示唆するのは，『續日本後紀』に見られる漢字表記で “ヒノケ” の “ケ” に “異” を

当てていることである。そして，このような「異常なもの」のうち，ヒ（日）とい

う時間単位と何かの関わりがあるものが�ヒノケ” と呼ばれたのであろうか。

２３３）『続日本後紀』１３，『國大』３，１５６。

９世紀前半の日本で恐れられた正体不明のタマには，モノノケの外にヒノケ（日

異）があった。モノノケやヒノケをやっつけるために，清涼殿で『藥師經』を読ま

せて常寧殿で「藥師の法」を行わせ，大極殿で『大般若經』を「轉讀」させたので

ある（『續日本後紀』１３，１５６）。

ヒノケはやがて姿を消し，再び文献に現れることはなかったが，モノノケはその

後も大活躍し，１１世紀初頭に成立した『源氏物語』には，“モノノケ” という語が２９

回，“御モノノケ” という語が２３回見られる。原因不明の病気や精神異常はすべてモ

ノノケのせいにされ，死をもたらす重症はいうまでもなく，嘔吐（『源氏物語』，葵，

『古大』１４，３３８）やノイローゼ状態（ibid., 柏木，『古大』１７，１４）などの軽い症状

も，モノノケに取り付かれた結果であるとされている。

なお，中国語文献で “轉讀” という語は「節をつけて仏教文献のテキストを朗読す

ること」を意味する。“轉” という語の意味は「ぐるぐる回る」／「次々に変わる」であ

り，合成語 “轉－讀” は「声の高さや長さを次々に変えて読む」の意味で用いられる

のである。ところが日本文献では，「〔大きな経典を〕飛ばし読みすること」を指し

（「次々に場所を変えて読む」），「経典全体の朗読に代えて，最初の部分と中ほどの部

分と最後の部分だけを朗読する」という意味で用いられる。それぞれの部分を少し

ずつ読んで，全巻を通読したことにするのである。読む字数は極度に少なく，時間

と労力の点では確かに手抜きかも知れないが，このような読み方をしても，何しろ

巨大な経典のことであるから，宿る超自然力は見事に発揮されるらしい。

２３４）『続日本後紀』６，６７：〔承和四年六月〕壬子。勅す。聞く如く，疫癘，間發し，疾
おほ わざわひ とざ

苦する者，衆し。夫れ，殃を未然に鎖すは，般若の力に如かず。宜しく五畿内七道

諸國内の行者廿口已下十口已上をして，國分僧寺に於て，七月八日より始めて三箇

日，晝は金剛般若を讀ましめ，夜は藥師悔過を修せしめて，事竟るまで殺生を禁斷

すべし。
あめふ に

ibid., ９，１０５：〔承和七年六月〕丁巳 ……… 加へ以て季夏に雨らず。嘉苗�に擬る。
わざわひ とざ つか

夫れ，殃を鎖し祐を受くるに，必ず般若の力を資ふ。國を護り民を安じる事，修善

の功に由る。宜しく五畿内に命じて，七ヶ日間，晝は金剛般若經を轉じせしめ，夜

は藥師悔過を修せしむべし。長官精進すべし。必ず靈感致らむ。修善の間，殺生を

禁斷すべし。
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ibid., １１，１３０：〔承和九年三月〕庚戌。又勅す。若し未然に攘はざらば，恐らく班
えら

蒔に時を失せむ。宜しく五畿内七道諸國に仰せて，修行不退の者二十人を簡び，國

分寺に於て，三箇日間，晝は金剛般若を讀ましめ，夜は藥師悔過を修せしめて，修
ころ

善の比，殺生を禁止すべし。

承和４年（８３７）の「勅」で “殃を未然に鎖すは，般若の力に如かず” と言われ，

承和７年（８４０）の「勅」で “殃を鎖し祐を受くるに，必ず般若の力を資る” と言わ

れているように，災害を予防するのに最も効果があるのは『般若經』に宿る呪力で

あると信じられていたのである。このように『般若經』の朗読が「藥師悔過」とセ

ットになる場合は，「飛ばし読み」（轉讀）をするにも４８０万字の『大般若經』では大

きすぎたのか，６０００字足らずの『金剛般若經』が代用されている。

２３５）ibid., １３，１５６。

´２３６）般若経典群は “〔すべての物は実体を欠き，世界は〕からっぽである”（ sūnyatā／

空）と主張する。この種の文献を何種類か中国へ持ち帰った玄奘は，それを一括し

て訳して通し，全体を『大般若〔波羅密多〕經』（『大正』５－７）と呼んだ。この文献の

第１部は７９章から成り，その第４０章が「魔事品」（『大正』６，５４１－５５２）である。

２３７）中国文献『觀佛三昧海經』によると，『般若經』には「般若呪力」が内在すると

いう。もっとも，この超自然力は「佛道」の実現のために用いられるのであり，人

間生活に都合のよい奇跡を起こすために用いられるのではない（『觀佛三昧海經』１，

『大正』１５，６４７b）。

そして，『仁王護國般若波羅蜜經』によると，『般若經』には天変地異を阻止する

超自然力が『般若經』に内在するという（『仁王般若波羅蜜經』，『大正』８，８３０a）。

国が混乱すると「鬼神」が落ち着きを失って凶暴になり，そのせいで天変地異が起

こり，災害が頻発する。『般若經』を聞かせて「鬼神」を落ち着かせれば，混乱の増

幅を遮断できることになる。

・
この文献では，続いて凶暴なカルマーシャパーダ（kalmāsapāda／斑足）の話が紹

介される。「般若波羅蜜の偈」を聞くや，カルマーシャパーダは凶暴さが消え，殺す

つもりでいた人々を解放する（loc. cit., a－c）。「般若波羅蜜」を説く言葉を聞くと，

「鬼神」が落ち着きを取り戻して凶暴な活動を止めるので，社会混乱が静まり災害も

収まる。

２３８）中国人が『般若經』で対処すべき相手は，カルマーシャパーダのように，凶暴で

はあるが，正体が分かっていて，『般若經』で説かれている真理に心を動かされる。

ところが，日本人が対処すべき相手はワザハヒを起こす正体不明のモノノケ（物の

怪）であり，真理に心動かされるような相手ではなく，『般若經』に内在する呪力を

利用してやっつけるしかない。
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８世紀前半以来，日本では『大般若經』に強力な呪力が内在すると信じられてい

て，「８日間にわたって，昼は『般若經』を唱え，夜は藥師悔過を行う」という基本

パターンが定まった。秋の凶作を防ぐために，そして大勢の人が死ぬのを防ぐため

に，政府は積極的にこの複合呪術を行った。そして宮中の人々は，ふとどきなタマ

が引き起こすワザハヒを未然に防ぐために，この複合呪術をしばしば行った。

２３９）『日本後紀』２１，『國大』３，４０。

２４０）ハラヘが行われる際に，ツミを贖うために差し出す物品。多くの台に乗せるので，

“チクラ－ノ－オキド”（千座の置戸）と呼ばれる。最初のハラヘはスサノヲ（素戔鳴）

に対して行われた。スサノヲが傍若無人に振る舞って，数々の悪事を働いたので，

カミガミが相談して処置を決めた。スサノヲにチクラノ－オキドを科料として差し出

させ，髭を切り手足の爪を抜いて，タカマガハラから追放したのである（『日本書紀』

１，〔前篇〕３７）。

語合成 “チクラ－ノ－オキト” の第１要素 “チクラ” の “チ” は「千」／「多数」を指し，

“クラ” は「何かを置く場所」／「置き場所」を指す（cf．“クラ”（鞍），“クラ”（倉）。

したがって，“チ－クラ” は「多くの置き場所」を意味する。青木紀元によると， “コ

ト－ト”（事戸）と “ノリ－ト”（詔戸）の “ト” は「呪言」を指し，“トゴヒ－ド”（詛戸）

の “ド” は「呪物」を指す（『祝詞古伝承の研究』，東京，１９８５，１５４）。そうすると，

“と／ど ” は「呪力を備えたもの」と考えられ，“オキ－ト” は「置くべき呪物」を意

味することになる。語合成 “チクラ－ノ－オキト” が指すのは，「多くの置き場所に置

くべき呪物」である。ツミを犯した者には，これを科料として差し出させる。

２４１）ワザハヒ対処策を未来に拡大することによって，日本人は新しい問題を抱えるこ

とになった。ワザハヒを前もって予見することである（小林，「シルシによって予知

されるワザハヒ ―日本人が輪廻轉生を受け入れなかった背景―」，『〔桃山学院大学〕

総合研究所紀要』２６．１，２０００，２３５－２４６）。日本人にとって，ワザハヒの先触れは自

然現象の中あった。『日本靈異記』ではこれを “シルシ”（表）と言い，『源氏物語』

では “モノノ－サトシ” と言う。

２４２）日本語で “ヒジリ” という語が指すのは，超人的能力を操る特殊技術者であって，
かしはら の ひ じり の み

高い境地に到達した理想の人格ではない。『萬葉集』の２巻２９には “橿原乃日知之御
よ ゆ

世從 ………” とあって，合成語 “ヒ－ジリ” が “日知” と表記されている。その前分

が「日」を指す “ヒ” であるとすれば，“ヒ－ジリ” という語は，「〔何かが起こる〕日を

〔前もって〕知る者」／「予知する能力を備えた者」ということになる。

この語の語源を “ヒ”（火）＋ “シリ”（知ること）とするのが通説であり，五来重

は（火）＋ “シリ”（管理すること）とする（『高野聖』，増補版，東京，１９７５，２９－３０）。

しかしながら，“ヒ”（日）は甲類であるのに対して，“ヒ”（火）は乙類であって，こ
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の二つは別の語である。『萬葉集』２巻２９を見る限り，合成語 “ヒ－ジリ” の前分を

“ヒ”（火）とする語源説は成り立たない

２４３）『類從三代格』２，『國大』２５，〔前編〕６７：去年の冬に雷あり。恐らくは疫と水有

らむ。宜しく空海法師をして東大寺に於て國家の爲に灌頂道場を建設せしめ，夏中

及び三長齋月に息災増利の法を修せしめ，以て國家を鎭めしむべし。

「冬の雷」という異常な自然現象は，流行病と洪水のシルシであった。空海に委託

された任務は，このようなシルシを認知してワザハヒが起こる前に手を打つことで

あった。この点で有効な先端技術として，政府が空海に期待したのは異常現象を予

知することであり，それに何かの手を打つことであった。

２４４）象徴操作によってブッダになる方法を “タントラ仏教” と言い，中国語で “密教”

と訳された。しかしながら，空海自身がこの方法でブッダになろうとしたことはな

いし，弟子たちが書き残したものにも，そのことへの言及は見られない（cf．小林，

「アーヴェーシャと阿尾奢，そしてアビシャ／バク ― “仏教東漸” と言われていること

の実態―」，『〔桃山学院大学〕国際文化論集』３１，２００４，３－２１）。

２４５）８世紀の日本で政府はワザワヒの予防にそれほど強い関心がなかったが，８２２年

の太政官符では，去年の冬に雷があったことを根拠に，流行病と洪水を予見し，前

もってそれに対処させようとしている。ワザハヒ対処策の範囲が拡大して，未来に

起きることの予防に及ぶことになったのである。

２４６）『日本三代實録』７，『国大』４，１１２－１１３：〔貞觀五年五月〕廿日壬午。神泉苑に於て，

御靈會を修す。……… 所謂御靈とは，崇道天皇，伊豫親王，藤原夫人，及び觀察使，

橘逸勢，文室宮田麻呂等，是れなり。……… 近代以來，疫病，繁發す。死亡，甚だ
おほ おもへらく

衆し。天下，以爲，「此の災ひ，御靈の生ずる所なり」と。

ゴリャウとゴリャウ－ヱに言及する最初の記事がこれである。大規模なワザハヒを

防ぐために，第１回のゴリャウ－ヱが神泉苑で行われた。ここでゴリャウとして選ば

れたのは，政治陰謀の犠牲になって無念の死を遂げた６人のタマであった。先ず早

良親王（？－８７５）がいて，これに伊予親王（？－８０７）とその母親が続く。次に “觀察

使” と言われているのは藤原仲成（７７４－８１０）のことであり，これに橘逸勢（？－８４２）

と文室宮田麻呂（『續日本後紀』１６３－１６４）が追加される。
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